
            

食食品品リリササイイククルルササロロンン NNoo..1100  ““四四谷谷カカフフェェ VVooll..８８””  

  

食食品品リリササイイククルルのの進進展展にに向向けけたた  

  ママススココミミのの役役割割をを考考ええるる  

 ～ その難しさと乗り越え方 ～ 

 

講  師：日報ビジネス株式会社 

     環境編集部  課長 新倉 充 氏 

 

 毎年５月に多数の参加者のある NEW 環境展・地球温暖化防止展を主催

している日報ビジネス社で、循環経済新聞（週刊）や廃棄物（月刊）を中

心に編集に永く携わっておられる新倉氏は、食品リサイクルを含め、廃棄

物業界を知悉されております。多くのマスコミが何かあれば記事にする程

度という印象の中で、同社は食品リサイクルにおける諸課題を指摘し、そ

れらの解決に向けた提言などを比較的積極的に掲載して来ています。 

法施行後 10 余年を経過した現在、社会インフラとして必ずしも十分進 

展していない食品リサイクルの現状に鑑み、もっとマスコミを巻き込ん

で、更に食品リサイクルを進展させるうえで何が必要なのかを専門誌

（紙）の立場から語ってもらい、食品リサイクルの取り組みに 

対する社会的な関心を高めるために、我々一般消費者が 

一緒に出来ることは何か等を考えたいと思います。 

 

2013年 ８月29 日(木)1４:00～1６:00  

     会会    場場■■  主主婦婦連連合合会会・・会会議議室室（（千千代代田田区区六六番番町町１１５５））  

                   JRR、、東東京京メメトトロロとともも四四ツツ谷谷駅駅かからら徒徒歩歩３３分分  ププララザザエエフフ３３階階  

参参加加費費■■無無料料  

                      （（ホホッットトココーーヒヒーー：：無無料料ササーービビスス))  

           

食食品品リリササイイククルルルルーーププでで生生産産さされれたた農農畜畜産産品品のの試試食食をを予予定定ししてて  

いいまますす。。学学びびのの後後はは、、食食品品リリササイイククルルをを実実感感ししままししょょうう。。  

  

お申し込み■主婦連合会 TEL 03-3265-8121 
           E-mail info@shufuren.net 
 

主   催■公益財団法人 有機質資源再生センター 

協   力■(社団)中央畜産会、主婦連合会、日報ビジネス(株)ほか 


